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研究成果の概要（和文）： 

本研究は台湾の近代流通構造および小売業展開の特徴を明らかにすることを目的として、ま

ず、台湾における現地資本と外国資本の小売企業の競争状況、主要小売業態の上位企業の経営

概況、そして、小売国際化の特徴を把握した。個別企業研究は、２大コンビニエンス・ストア・

チェーンの展開による小売国際化、大手自転車メーカーの流通チャネル政策による流通近代化、

外資系小売企業の中国市場参入の実態と影響を考察し、最後に台湾の流通政策と伝統的な商業

集積の近代化との関係を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to investigate the feature of the modern distribution 
structure of Taiwan and the retailers’ development in Taiwan. This study can divide into 
two parts. First part is an analysis on the general retailing environment. It’s including 
several stages, for the first stage, I analyzed the reality of competition in 
international and domestic retailers in Taiwan. Then, I did a studied on the higher rank 
retailers in each major retailing category. After that, I focused on the retailers’ 
internationalization process and found the feature through the analysis. For 
understanding the influence of Taiwanese retailer’ investment in China, I compared 
several foreign retailer’s investment and entering strategies in China.  

Besides that, several case studies have been done. I analyzed the internationalization 
process of two top lank convenience store chain. Then, I study in the marketing channel 
strategy of one famous bicycle manufacturer. Finally, I focus on the traditional 
retailer’s modernization, through the studies on the typical example of the retailing 
markets and night markets in Taiwan. 
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１．研究開始当初の背景 

 日本とアメリカの流通構造が違うことは

しばしば指摘されているが、実際に調べてみ

ると中国や台湾などの流通構造にもそれぞ

れの特徴がある。流通構造が形成されるメカ

ニズムを究明するには、まず、比較対象とな

るそれぞれの国の流通構造を把握する必要

がある。また、流通国際化の研究に際しても、

進出先市場におけるそれぞれの小売企業の

展開プロセスの事例を多く考察しなければ

ならない。 

本研究は、台湾の流通近代化における流通

構造の変化、および国内外資本の小売企業の

展開プロセスを歴史的な側面から考察する

研究であり、国内外の関連研究を調べても充

実した研究が少ない分野である。 

 
 
２．研究の目的 

台湾の近代流通構造と小売業の展開の特

徴を明らかにすることを目的として、1970年

代以降の台湾の流通近代化政策、台湾におけ

る現地小売企業の発展、外資系小売企業の発

展、そして、台湾の伝統市場や商業集積など

の零細小売業を考察した。 

 
 

３．研究の方法 

本研究の具体的な研究方法は、以下の通り

である。①台湾の政府機関における流通政策

に関わる調査。②現地企業における企業イン

タビュー、店舗調査、またはアンケート調査。

③現地参入した外資系小売企業における企

業インタビュー、店舗調査、またはアンケー

ト調査。④台湾の伝統市場や商業集積などの

零細小売業における企業インタビュー、店舗

調査、またはアンケート調査、の４つの方向

で現地における調査を行った。 

また、既存の研究文献、政府統計、民間報

告、一般出版物や雑誌・新聞記事なども二次

資料として用いた。   

 
 
４．研究成果 

2007年度は、台湾の流通構造の全体像とそ

の特徴を把握するために、台湾小売市場にお

ける現地資本と外国資本の小売競争状況、ま

た、主要業態の上位企業の経営概況を考察し

た。そして、これらの企業の中から、特徴の

ある現地小売企業と外資系小売企業を選定

し、それぞれの企業の展開戦略に関する考察

を行った。 

2008 年度は台湾における小売国際化の特

徴を把握することを目的として、マクロとミ

クロの 2つの側面から台湾の小売発展を分析

した。まず、マクロ分析では時系列から台湾

における流通発展を考察し、台湾における流

通近代化と国際化との関係を明らかにした。

また、業態別で台湾における小売業の現状を

考察し、主要業態では上位企業による寡占的

な状況が多いことが確認できた。さらに、現

地資本と外資系資本の特徴に関して、それぞ

れの資本企業には強い業態分野があり、大ま

かに言うと、日本は百貨店、欧米は総合量販

店、台湾企業は CVSや家電専門店分野に強い

ことがわかった。参入時期について、上位外

資系企業の参入は 1980年代後半から 1990年

代前半に集中し、その大半は現地企業との提

携企業であった。現地資本の特徴として、ほ

とんどの上位小売企業は台湾の大手企業グ

ループによる多角化参入であり、特に食品メ

ーカーや家電メーカーなどの製造業による

製販統合が多かった。さらに、近年では CVS



を代表として外資との提携による第３国へ

の連続的な国際化が展開され、その結果進出

先の国の小売構造を変革させようとしてい

る。 

そして、ミクロ分析では台湾で他国にない

CVS 駆動の小売国際化プロセスの全貌を明ら

かにするために、2 大コンビニエンス・スト

ア・チェーンである、セブン-イレブン統一

超商と全家便利商店（台湾ファミリーマート）

を取り上げた。そのうち、セブン-イレブン

統一超商は近年に多くの海外ビジネスを台

湾市場に導入し、フィリピン、ベトナム、中

国など海外への進出も果たし、台湾小売の国

際化と台湾企業の国際化に対する貢献が大

きい。台湾全家便利商店の場合は日本ファミ

リーマートの経営ノウハウを導入し、台湾に

おけるイノベーションを引き起こしながら、

日本と台湾で融合した経営ノウハウを中国

へ移転した。このような CVS駆動の国際化プ

ロセスは本考察で得た台湾の小売国際化の

大きな特徴である。  

2009年度には、まず、（１）台湾企業を含

む外資系小売企業の中国参入動向と現地市

場へのインパクトを考察した。この研究の個

別分析では、台湾や香港などの華人資本の参

入意欲の高さが印象的だった。中国市場の漸

進的開放が始まる 1990 年代前半にはスーパ

ーマーケットやコンビニエンスストア、百貨

店等の事業分野で参入を開始し、その後もマ

レーシアのパークソンやタイのロータス等

並みいる外資勢のなかにあって健闘する企

業が少なからず存在する。台湾資本は他の外

資による買収や連携の対象となっており、中

国市場における競争の決定的な役割を握っ

ていた。その意味でも存在感を示している。

ウォルマートのよる好又多、テスコによる楽

購の 2件の買収劇は外資系企業間競争に大き

なインパクトを与えた。台湾で手を組んだオ

ーシャンと大潤発は中国で順調に企業規模

を拡大し、流通部門ではやや出遅れていた統

一企業グループは上海でセブンーイレブン

の展開に乗り出し、台湾ファミリーマートは

華南でのファミリーマートのオペレーショ

ンを担っている。 

そして、（２）台湾の伝統産業の一つであ

る自転車産業の大手企業である巨大集団の

流通展開を考察し、台湾の近代流通構造にお

けるメーカーの流通チャネル政策による台

湾の近代流通構造への影響を分析した。 

世界的な自転車ブランド―ジャイアント

は、巨大集団の研究開発力とマーケティング

力の相乗効果で誕生した。国内市場では巨大

集団の成長と時代変化に対応しながら、段階

的にマーケティング活動を行ってきた。初期

は品質管理重視の製品戦略による基盤構築

を行い、1990年代には世界レベルの自転車チ

ームの育成によるブランドイメージの形成、

2000 年代には流通チャネルの改革による販

路の拡大、さらに、近年は積極的な社会的貢

献活動による自転車人口の向上など、あらゆ

る側面でのマーケティング努力が今日のよ

うな著しい成果を生み出している。特に流通

チャネルは主にディーラーと直営店の２つ

を利用している。段階別でみると、2000年ま

ではディーラーの単一チャネル・マーケティ

ング・システムであったが、2000年以降はデ

ィーラーと直営店が共存するマルチチャネ

ル・マーケティング・システムに転換した。

なお、2000年代前半は直営店の設置、後半は

既存ディーラーの店舗改革が革新の重点で

ある。また、近年はハイエンド客を狙い、百

貨店にも専用売り場を設けた。 

2010年度は、台湾の流通近代化過程におけ

る伝統的な商業集積の展開を考察対象とし

て、台湾の伝統商業集積の発展概況や政府政

策による対応、および個別的な成功例を取り



上げて、マクロ的な側面とミクロ的な側面か

ら、台湾の流通近代化における伝統的な商業

集積展開の特徴を把握し、またはその課題を

究明した。具体的にはいくつかの公有小売市

場の成功事例を考察し、台湾における伝統的

な商業集積の展開と流通近代化政策との関

係のメカニズムを明らかにし、伝統的な商業

集積の活性化に貢献した。 
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